　　　　　　　　2025年度事業計画
〔１〕事業活動の方針

障害のある人もない人も、共に生き、共に働くことができる場の運営、及び、一般社会への働きかけを通して、障害のある人もない人も、共に生き、共に働くことができる社会の実現を目指します。
〔２〕特定非営利活動に係わる事業の実施に関する事項

（１）理事会

年6回開催予定。出来るだけ多くの人の参加をお願いします。コッペは創業以来みんなで運営について話し合ってきました。ＮＰＯ法人を取得してから「理事会」という形をとっていますが、基本姿勢は変わらずにいます。多くの人の参加をお願いします。
　　　　外部理事の方からもアドバイスを受けながら今後の事業運営について検討していきます。
（２）会員　　　　

＊目標　正会員　30名　　賛助会員150名　計175名
　　　引き続き会員の拡大に努めます。認定ＮＰＯ法人の維持の為でもありますが、活動の支援者を増やす意味と収入増の意味合いもあります。
　　　認定NPO法人の有効期間は2028年1月31日までです。　　

（３）会報「麦の穂」の発行
　年4回発行　6月・10月・12月・3月　発行部数350部
　　　情報の発信と共に会員の拡大に一番重要なものです。随時原稿募集を行います。　　
　（４）サポーター会員　　100名を目標　　
　　　　コッペを含む福祉事業所の製品をお届けしています。会費は月2,000円。現在の全体の会員は160名。そのうちコッペは97名、年間でいうと180万強の売上になっています。作業的にも定期的に注文が見込めるため、大きな収入源の一つです。
プラス200円の会費で発送も可能です。普段なかなか買いに来れないけど応援したいという方などに是非お勧めして下さい。宅配便による発送も行っています。遠方の方でもOKです。　　　
（５）就労継続支援Ｂ型事業所「コッペ」「コッペ＆エフブンノイチ＋」の運営　　　　　　　　
＊週6日　年間280日以上開設

＊パン・クッキー等の製造販売活動を通じて、障害者の社会参加の実践を図る。

＊コミュニティカフェとしての運営を行いより地域にねざした活動を行う。
　　2024年4月13日にオープンした「コッペ＆エフブンノイチ＋」ですが、まだまだ試行錯誤しながらの運営となっています。その中でも、これまでコッペに来ることができなかったメンバーの通所など、障害の重度化・多様化にも対応した受け入れは一定の成果も出ています。
　　事業報告にも書いたように、障害の重度化に対応する作業スペース、気持ち
を落ち着かせるクールダウンとしてのスペースとしての意味合いも大きなもの
があります。現在は、作業場だけで働く人、コミュニティスペースだけで働く人、曜日を決めて両方で働く人といます。それぞれの状態に応じて働く場を使い分けることもできています。
　コッペの作業のメインはパン・クッキーの製造ですが、コミュニティスペースとの両輪をいかに機能させていくかが重要になってきています。
福の市やこども食堂（いずれも松岡町内会の後援を得ています）・ふみきり市な
ど開催します。
各種イベントの開催等を通じ、新たな広がりを作っていきたいと思います。
　こちらにも参加してもらえればと思います。
＊パン・クッキー等の製造販売活動を通じて、健常者の福祉に対する理解の向上を図る。

＊従事者の予定人数　延べ2,500人

受益対象者の範囲及び予定人数　　障害のある人　延べ4,200人

＊ボランティア・実習生・見学者の受け入れ（随時）

＊地域への宣伝活動　　
　　　定期的にチラシ入れ等を行う。
　　　インスタグラム・フェイスブックの活用　　　　　　
　　＊売り上げ目標　　販売収入　2,800万／年　　小売収入　300万／年

　　　昨年並みの売り上げ目標とします。
他の事業所と協力　福の市等を開催。　　　

　　　多団体とのコラボ商品　ワタリス・奏海の杜等
　　　ＢＡＳＥ等の通販での受注。

お楽しみパン会員も募集します。1,000円から（800円の場合は二人から）配達をします。こちらも心当たりにお声掛けをお願いします。
　　　　　原材料・資材・水光熱費等が値上げされています。食パン・菓子パンの値上げを行い、クッキーの規格変更（実質値上げ）も行います。
　　　＊訓練等給付費　　
就労継続支援Ｂ型は、平均工賃に応じた基本単価が設定されています。2024年度から平均工賃を47,000でした。平均工賃45,000円以上が一番上の報酬単価になります。
202年度給付費基本単価は837単位。それに加算として目標工賃達成指導員配置加算が45単位適用されます。また、新たに重度者支援体制Ⅱという加算が28単位適用され、合計で910単位となります。それに10をかけた9,100円が一日当たりのコッペの収入となります。
2024年度の赤字を補うためには、週5日通ってくれる人を1名増員する必要があります。さらに受け入れとしては2名の枠はあり、引き続き利用する人も募集していきます。　　　　　　　
　　　＊工賃について
　　　　　正直、工賃を毎年上げていくことは難しくなってきています。2025年度も微減になります。共に働き高い工賃を、ということをコッペの目標としてきました。しかし、高齢化・障害の重度化・多様化に伴い、収支も見極め、「働く場」という側面と「通う場」としての側面のバランスをどのように考えていくのが課題となってきています。
　　　＊送迎について
　　　　4月より新規通所の方と他3名、送迎を行っています。ただすぐに広げていくことは難しい現状があります。相談に応じながらとなるかと思います。また、送迎を行う場合は工賃について通常の基準より低く抑えることとしています。
（６）レクレーション
・昨年好評だったカラオケの他日帰り旅行など計画したいと思います。
　　　日帰り旅行　8/10（日）予定
〔３〕ＮＰＯ法人フルハウスとの連携　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　障害者総合支援法の下では、ＮＰＯ法人フルハウスが、コッペとフリースペース
ソレイユを運営する形を取っています。今後も協力して障害福祉事業をすすめていき
ます。
＊図式すると以下の通りです。


[image: image1]
なお、フルハウスの総会は5月31日（土）。ソレイユにて行います。こちらにも
できるだけ参加して欲しいですし、フルハウスの会員にもなっていただきたいと思　います（年会費1000円）。
〔４〕他団体との連携
（１）ＮＰＯ法人共同連　
　引き続き全国の仲間とつながるとともに、新しい制度として認められた労働者協同組合についても学習する機会を設けたいと思います。
　　　　共同連全国大会　
　　　　　9月13日（土）14（日）熊本市　　　　　
（２）みやぎアピール大行動実行委員会
　9月23日（火・祝）開催決定。エルパーク仙台ギャラリーホール。
（仮）テーマ　改めて問う　福祉は進んだのか　私たちの暮らしはよくなったのか」　
（３）きょうされん宮城支部
　　（４）手をつなぐ育成会事業所協議会

　　（５）宮城県障害者小規模施設連絡会（県障連）
　
〔５〕最後に
今後数年のうちに大きな課題となるのは代表理事の後継問題です。
先送りにされてきた感がありますが、避けては通れない課題です。
内部から後継してくれる人はいるのか、同じような思いで活動している他の団体と
共同で検討するのか、大きな社会福祉法人に事業譲渡するのか、選択肢は一つではな
いかもしれません。
決して大きな団体ではない麦の会です。一人一人が自分ごととして考えてもらえればと思います。緊急ではありませんが、皆さんとともに考えていきたいと思います。
　　　　
ＮＰＯ法人　フルハウス





フリースペースソレイユ


　就労継続支援Ｂ型　　32名


　生活介護　　　　　　8名


　　　　　　　　　　　計40名


　グループホーム　  　5名（男子）


　グループホーム2　　6名（男子）








コッペ


就労継続支援Ｂ型


　20名
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